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消費税期限内納付

【税制改正に関する提言】
新型コロナウィルス感染拡大防止に注意しつつ、佐渡法人会では例年どおり佐渡市長に提言書を手渡

しました。
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年
頭
の
ご
挨
拶

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
ｃ
令
和
３
年
の
年
頭
に
当
り
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
年
明
け
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
と
し
て
、
希

望
を
も
っ
て
迎
え
る
は
ず
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
世
界
中
が
混
乱

し
、
現
在
も
完
全
な
る
収
束
時
期
が
い
ま
だ

見
通
せ
ず
、
企
業
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
佐
渡
法
人
会
に
お
き
ま
し
て
も
殆

ど
の
事
業
が
休
止
ま
た
は
制
限
さ
れ
た
状
況

下
で
の
活
動
で
あ
り
、
皆
様
に
は
ご
不
便
や

ご
心
配
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
も
、
未

だ
見
通
し
の
立
た
な
い
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す

が
、
当
会
と
し
て
も
全
国
法
人
会
総
連
合
や

政
府
が
公
表
す
る
税
制
支
援
措
置
等
を
含
め

た
緊
急
対
策
等
に
関
す
る
資
料
送
付
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
等
に
よ
る
情
報
発
信
等
を

す
る
と
も
に
、
税
に
関
す
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
法
人
会
と
し
て
中
小
法
人
に
適

用
さ
れ
る
軽
減
税
率
の
特
例

１５
％
の
本
則

化
、
規
制
緩
和
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
大

胆
な
取
り
組
み
を
求
め
る
と
と
も
に
、
中
小

企
業
や
地
方
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
成

長
を
促
す
税
制
措
置
な
ど
の
施
策
を
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
法
人
会
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
は

厳
し
く
、
会
員
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ

て
お
ら
ず
、
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
法
人

会
の
組
織
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、

法
人
会
の
基
本
理
念
で
あ
る

「会
員
の
自
己

啓
発
の
支
援
」
「納
税
意
識
の
向
上
」
「企
業

経
営
お
よ
び
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
」

を
柱
に
、
よ
り
公
益
性
の
昌
い
活
動
を
県
連

と
も
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
法
人
会
の

主
要
公
共
事
業
で
あ
る
租
税
教
育
に
つ
い
て

も
、
青
年
部
会

。
女
性
部
会
と
三
位

一
体

と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

結
び
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
早
く
終
息
す

る
よ
う
祈
り
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様

の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

ｔ

公
益
社
団
法
人

佐
渡
法
人
会

会
長

渡
邊
　
正
俊

年
頭
の
ご
挨
拶

令
和
三
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
佐
渡
法
人
会
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
渡
邊
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び

に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
全
般
に

わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、
各
種
説
明
会

や
租
税
教
室
等
の
租
税
啓
蒙
活
動
な
ど
様
々

な
活
動
に
意
欲
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
、
地
域
社
会
及
び
会
員
企
業
の
健
全
な
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
公
益
社
団

法
人
と
し
て
の
事
業
活
動
が
よ
り

一
層
充
実

し
た
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
法
人
会
の
皆

様
方
と
の
連
携

・
協
調
を
深
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
税
務

の
良
き
理
解
者
と
し
て
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
税
務
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き

く
変
化
す
る
と
と
も
に
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
。
）ｃ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
非
接
触
型
で
の 佐

渡
税
務
署

署
長

渡
邊
　
孝

一

税
務
手
続
き
が
で
き
る
上
、
円
滑
な
税
務
行

政
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

同
制
度
の
積
極
的
な
利
用

。
定
着
に
向
け

ま
し
て
、
適
切
な
広
報

。
相
談
等
を
行
っ
て

参
り
ま
す
が
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

な
お

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

間
も
な
く
令
和
２
年
分
の
所
得
税

・
消
費

税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
本
年
は
、

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
申
告
会
場

で
は
入
場
整
理
券
を
必
要
と
す
る
な
ど
例
年

と
は
異
な
る
体
制
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
方
式
や
Ｉ
Ｄ

・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

に
よ
り
、
ご
自
宅
等
か
ら
の
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
結
び
に
、
本
年
が

公
益
社
団
法
人
佐
渡
法
人
会
の
会
員
の
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
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年
頭
の
ご
挨
拶

新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
局
長

樺
澤
　
尚

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

佐
渡
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
県
税
を
は
じ
め
県
行
政

に
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
税
務
知
識
の
普
及
と
納
税
意
識
の
啓
発
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地

域
社
会
の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
に
拡
大
し
、
佐
渡
汽
船
の
輸

送
人
員
が
前
年
を
大
幅
に
下
回
り
、
島
内
観
光

・
飲
食
関
連
産
業
を
は
じ
め
打
撃

を
受
け
、
島
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
も
大
変
大
き
な
影
響
の
あ
っ
た
１
年
で

あ
り
ま
し
た
。
い
ま
だ
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
ま
ず
は
感
染
症
終
息

に
向
け
て
、
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
使
命
感
を
持
ち
、
振
興
局

一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
っ
て
社
会
経
済
活
動
あ
る
い
は

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
変
化
が
現
れ
始
め
て
お
り
、
そ
れ
は
人
や
企
業
の
地

方
へ
の
分
散
の
流
れ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
機
会
と
捉
え
、
佐
渡
の
魅
力
を
積
極

的
に
発
信
し
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
な
が
ら
佐
渡
地
域
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。県

政
に
お
い
て
は
、
「新
潟
県
行
財
政
改
革
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
行
動
す
る

２
年
目
に
な
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
振
興
局
と
い
た

し
ま
し
て
も
佐
渡
市
や
関
係
団
体
の
皆
様
と
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
創
意
工
夫

を
し
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
大
胆
な
発
想
で
諸
施
策
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま

す
。法

人
企
業
の
皆
様
は
、
地
域
の
活
力
の
基
盤
で
あ
り
、
地
域
の
振
興
に
は
皆
様
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
税
の
良
き
理
解
者
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
を
支
え
る
担

い
手
と
し
て
、
今
後
と
も
お
力
添
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
の
早
期
終
息
、
ま
た
、
佐
渡
法
人
会

並
び
に
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

～税制改正に関する提言書を市長・議長へ提出～

法人会では、毎年税制改正に関し、政府 。政党。関係省庁等に提

言活動を行っていま丸 この提言は、毎年春に各単位会に税制アン

ケートを行い、その結果を全法連税制委員会が取りまとめたもの

ですD

佐渡法人会では提言事項の実現に向け、11月 25日に渡邊会

長・岩井副会長・高野副会長・高野総務税制委員長が、渡辺竜五

佐渡市長と面会して提言書を手渡しました。

また、佐藤市議会議長に対し提言書を送付しました。

令和 3年度税制改正スローガン

○コロナ禍における厳い 経ヽ営環境を踏まえ、中小企業に実効ll■ のある支援と税411措置を

○厳い 財ヽ政状況を踏まえ、コロナ収末後には本格的な税財政改革を!
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【福利厚生制度推進表彰】
おめでとうございます !

株式会社内田家具 内田 徳臣 様

有限会社春川商会 長尾  久 様

「

~~~~~~口 ~~― ロ ロ ロ ー 菫 ― ― ― ― ― ― ― ― ロ ー ー ー ー 自 由 自 由 自 由 由 由 ― ― ― ― ― ロ ー ロ ロ ロ ー ■

令和 2年度は佐渡法人会においても未曽有の年となりました。新

型コロナウイルスの影響で各事業は軒並み延期・中止を余儀なくさ

れ、会員の皆様には大変ご迷惑をお掛けしました。しかし、こうい

う状況だからこそ当会はよリー層組織を強化し、税のオピニオンリー

ダーとして企業の発展・地域の振興を目指して活動してまいります。

【租税教室の実施】
7青年部会では、毎年小中学生を対象に租税教

室を開催しています。今年度は新型コロナウイル

スの影響で、実施した学校は下記の 3校となりま

した。

令和 2年 6月 16日  両津吉井小学校

令和 2年 6月 30日  赤泊Jヽ学校

令和 2年 7月 17日  入幡小学校

コロナ1=■ 1サ 3サ ′

【絵はがきコンクール】
女性部会では、新型コ

ロナウイルスの影響で研

修会等が中止 となる中、

税に関する絵はがきコン

クールを実施し税の啓発

に努めました。

L由 口 自 由 ― ― ― ― ― ― ロ ロ ー ー ー ロ ー 自 由 ― ― ― ― ロ ー ー ー ー 自 由 ― ― 自 由 由 ロ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 』
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●消費税は消費者からの預 り金的な性格を有する税です。

●基準期間の課税売上高が1,000万 円を超える事業者は、消費31の 確定中告が必要です
い

。

●期限を過ぎると延澪税がかかります。

●確定申告・納付のほか、直前の課税期間の確定消費38額
。
'に応じて中間申告・納付

が必要となります。

年12回 (確定申告 1回  中質申告11回 )

400万円燿48∞ 万円以下

48万円超4011万 円以下

48万円以下

年 2回 (確定申告 1回 、中間申告 1回 )

年 1回 (確定申告 1回 、中間申告不要)1''

国税電子申告・納税システム

手続がインタ…ネットで

e‐Taxを利用して電子申告等をした後に、届出をした預貯金口座

から、簡単な操作で即時又は期日を指定して納付することができます。

所 得 税 な と個 人 の 確 定 申 告 書 を 作 成 さ れ る 方 ヘ

国

'庁
HP「確定申告書琴作成コーナー」をメ」用すれば パソコンやスマー

トフォンで中告書を

'成
することができます.

作成した申告寃|` マイナンバーカー ドとiCカ ー ドリーダライタを準備

運転免許証なとの本人確認書類をお持ちの上、お近くの税務署て事前に

手携きを行うことで e‐ Taxを こホ,用 いたた |ナ ます

/03法人会


